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本報告書は、2006年11,月5日 ・6日 にカイロ大学文学部と共催で、 日文研海外シンポ

ジウム として行われた 「日本研究カイロ会議」の成果を公にす るものである。海外シンポ

ジ ウムは 日文研の行 う研究事業の一つの重要な柱 として行われてきた。1995年 に第1回

が中国の北京大学 との共催で行われて以来、 トルコのイスラム社会科学芸術学院(1996

年)、 イギリスのシェフィール ド大学(1997年)、 ベルギーのルーヴァン ・カ トリック大

学(!998年)、 オランダのライデン大学(1999年)、 アメリカのハワイ・マノア大学(2000

年)、カ リフォルニア大学サンタ・バーバラ校及びカ リフォルニア大学ロサンゼルス校(2001

年)、 プリンス トン大学(2002年)、 カナダのカルガリー大学(2002年)、 オース トラリア

のシ ドニー大学(2003年)、 シンガポール国立大学(2004年)、 香港中文大学(2005年)

とそれぞれ共催で、毎年行ってきた。

2006年 にエジプ トのカイロで海外シンポジウムを開催するに際 しては、独 自の意義を

意図 していた。これ らの開催地 ・共催校を見てわかるように、これまでは北米や東アジァ

を中心 とした、 日本 との文化的 ・政治的 ・経済的関係の密な環太平洋諸国との共催が多く、

それと並行 して、 日本研究の蓄積のある西欧 とも共催の実績を積み重ねてきた。そこで欠

けていたのは、地理的にはラテン ・アメリカ諸国、ロシアと旧ソ連諸国、そしてアラブ諸

国を中心 とする中東 ・アフリカ諸国であった。その欠落を埋める最初の試み として、2006

年はエジプ トでの開催が計画 された。これまでの開催地では日本研究の制度的な基盤がか

な り充実 していたが、アラブ諸国では日本研究は各国の教育 ・研究体制の中で十分な地位

を与えられているといい難い。その中でエジプ トのカイロ大学文学部は、1974年 に 日本

語学科を開設 しエジプ ト人の教員を養成 し得ている。アラブ諸国での日本研究の原状での

最高水準を測 り、今後の研究の発展を刺激するためには、カイ ロ大学文学部 との共催は異

論のない選択肢であった。

共催校の位置する地域における日本研究の現段階の成果を明 らかにす るという趣 旨か

ら、共通テーマは厳密に絞 り込まず、「日本研究カイ ロ会議」 という緩やかな枠組みを設

定 した。エジプ トを中心に、アラブ諸国での日本研究者を広 く結集 し、これまでの研究を

披露する場 として機能することを意図したのである。また、目本からは日文研内外の多様

な関心 と専門分野の研究者を招聘 して渡航 し、日本研究の現状をカイロ大学やエジプ トの

日本研究者に伝えることも、同時に意図 していた。エジプ ト・アラブ側からも日本側から

も、いわば 「参加 し、発表することに意義がある」という点を打ち出した会議であった。

結果 として、「日本研究カイロ会議」は、意図 された目的と趣旨にっいて、成功であっ
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た と評価す ることがで きる。まず何 よ りも、エ ジプ トとアラブ諸 国の 日本研究 を主導 して

きた カイ ロ大学文学部の多 くの研 究者 が一堂に会 し、研究発表 を行 ってそれぞれ の能力 と

成果 を示 した ことに大 きな意義が ある。 そ して、準備 の段 階でも、会議 当 日にも、カイロ

大学及び文学部 を挙げて の支援が寄せ られ た ことは、今後 のエジプ ト及び アラブ諸 国での

日本研究の発展に とって大 きな意義が ある。ア リー ・アブ ドッラフマー ン ・カイ ロ大 学学

長 はカイ ロ大学が研 究大会 をホス トし、共催 す るこ とを受 け入れ 、その指導力 によって準

備 を強 く後押 しして くだ さ り、多忙の 中、研究大会初 日の開会式 に出席 しス ピー チも行 っ

た。 アフマ ド・アブ ダッラー ・ザーイ ド・カイ ロ大学文 学部長 は事前 準備 のために来 日し

て 日文研 を訪問 し、 当 日も開会式で の挨拶 を行 うだけでな く、セ ッシ ョンでも積極 的に議

論 に参加 され た。 日本研 究の意義 について カイ ロ大学や文 学部全体 か ら強い支援 の メ ッ

セー ジが届 け られた ことは、カイ ロ大学文学部 日本語 学科 に とってだけでな く、エジプ ト

の 日本研 究全体 に とって大 きな意味 を持つ。 この機運 を、カイ ロ側 も 日本側 も生か して、

アラブ世界 にお ける 日本研究 の発展へ とつ なげていきたい。

ここで会議 の各セ ッシ ョンの報 告者 と報 告内容 を大 まか に紹介 してお く ことが適 当だ

ろ う(プ ログラムは本報 告書9-12ペ ー ジに掲載 して ある)。2日 問にわたった会議 の全

体 は5セ ッシ ョン によっ て構成 され 、11,月5日 に第1か ら第3セ ッシ ョンが、11.月6

日に第4・ 第5セ ッシ ョンが行 われ た。 第1セ ッシ ョンはJapanandtheArabWorld:

ComparativeStudiesinCivilizationsと 題 され、 日本 とア ラブ世界 を 「文明」 とい う観 点

か ら論 じる、巨視 的な議論 が、方法論 か らも、対象 とす る時代か らも、 さま ざまな角度か

ら行 われ た。研究発表の 口火 を切 った川勝平太(国 際 日本文化研究セ ンター)の"Japanese

Civilization:Japan'sLinkageswiththeModernWorldSystem,16th-20thCenturies"で

は 、西洋近代 との出会い の以前 と以後 のそれ ぞれ において、 日本の経済社会史に顕著な特

性 の摘 出を試みた。エ ジプ トは 日本 と同時期 、あるいはやや先行 して、同様 の西洋近代 と

の 「出会 い」 を体験 し、かな りの面におい て共通す る対応 を試みたが、その結果は異な る

もの となった。 日本 とエ ジプ トは、経 済 ・社会 的、あ るい は政治的 ・軍事的 ・地政学的条

件 において、そ して西洋 近代 への制度 面での対応 において いかな る相違があったのか、何

が双 方の近代化 の経路 の相違 を生み出 したのか、川 勝教授 の研究 を踏ま えた比較研究が望

まれ ることが、デ ィス カ ッシ ョンで示唆 され た。続 いてムハ ンマ ド・サイイ ド ・サ リーム

(ク ウェー ト大学)が 、報告"TheCulturalDimensionsofArab-JapaneseRelationswith

SpecialReferencetotheJapan-MuslimWorldDialogueamongCivilizations"で 、 近年 に

日本 政府 が力 を入れ ている 「イスラーム諸 国 との文面間対話」 を取 り上 げて論評 した。 日

本 政府 の努力 を評価 しつ つ、それが文化 とい う側 面に限定 され、摩擦や紛争の焦点 となっ

てい る政 治的側面 を度外 視 している、あるいは意図 的に避 けてい る点を批判 的に指摘 した。

これは 日本 の対 ム入 リム世界の政策 に対す る、友情に基づ く批判 とな っていた。

牛村圭(国 際 日本文化 研究セ ンター)の 報告"DiscoursesonandagainstCivilization

inPre-warJapan"は 、比 較文学に よる言語用 法の緻密 な分析で あ り、「文明」とい う概念 が、

日本 で明治か ら大正 、そ して昭和戦前期 にかけて用い られ て くる間 に変遷 を遂 げ、 もっぱ
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ら物質 的な面に限定 され るとみな され る 「文 明」 の概念 と、 固有の精神 的側面 の優位性へ

の主 張を強 く内包 す る 「文化」 の概念 が、二項対立的 に分化 してい くこ とを示 した。ア ラ

ブ世 界におい て この よ うな 厂文明」 と 「文化」 の二項対立的 な概念文 化が見 られ るのか、

デ ィスカ ッシ ョンで議論 が交 わ され た。 第1セ ッシ ョンの締 めくく りには、ア ラブ世界 を

代表す る哲学者 の一 人で あるハサ ン ・ハ ナ フィー(カ イ ロ大学文学部 哲学科)が 登壇 し、

"C
omparativeValueSystemsandtheArab-JapaneseDialogue"と 題 す る レクチャー で、

刺激 的な新説 を提示 した。ハナ フィー教 授 は、見か け上の相違が強調 されが ちなア ラブ世

界 と 日本 が、価値 システムにお いて、根 底 には数多 くの共通性が見出せ ることを力強 く論

じた。

第2セ ッ シ ョンComparativeStudiesinModemizationsbetweenJapanandtheArab

Worldは 、 園 田英 弘(国 際 日本 文 化 研 究 セ ン タ ー)に よ る"Modemitythrough

Westemization:TheJapan'sCaseinComparativePerspective"で は 、 日本 とアラブ諸国

の 「近代化 」を比較社会学 的に研究す る可能性が提唱 された。園 田教授 は近代化に とって

メル クマール とされ る諸要素 の うちメ リ トクラシー に特に注 目した。そ して、 日本 の 「近

代化」 が、メ リ トクラシー とい う側面 では西洋諸国 に先行 してい る場合 があ り、 厂近代化」

と 「西洋化」 が必ず しも一致 しない事例 を取 り上げた。園 田教授 はイギ リス との比較 を踏

まえ、 日本 が明治期 にきわめて短期間 に 「近代原 則」 としてのメ リトク ラシーを導入 した

と論 じた。 その上 で、アラブ諸 国の近代 にお けるメ リトクラシーや 階級 制度に関す る研 究

を、エ ジプ ト側 の参加者 に呼びか け、比 較研 究を行 ってい くことを呼びかけた。

ア ラー ・ア リー ・ザ イヌル ア ー ビデ ィー ン(カ イ ロ大 学文 学部 日本 語 学科)は 、報

告"MoralityandSecularizationinModernJapan:on"BushidoSpirits"で 、 武士道 精神

の概 念 の変遷 に着 目し、19世 紀 の 日本 にお け る倫理 観 と世 俗化 の形成 を論 じた。 また、

ヨムナ ー ・エル=フ ー リー(カ イ ロ大 学 文 学部 哲 学科)は 、報 告"TheBeginningof

PhilosophyofScienceinJapan=ComparativeApproach"で 、近代 日本 にお ける哲学史 を、

近代科学 をめ ぐる立場 の相違 を軸 として叙述 した。 フー リー教授 は西周 や福 沢諭 吉を中心

とした西洋科 学哲学 の導入 を進 める流派 に着 目し、西 田幾多郎や 田辺元 らの、 ドイツ哲学

の導入 に尽 くしつつ 、仏教哲学 に根 ざ した固有の哲学的伝 統を発展 させ よ うとした流派 と

対照 ・対比 させ て論 じた。それ によ り、 日本の近代哲学史におけ る、経 験科 学を重視す る

潮流 と、精神 的 ・宗教 的哲学 を重視す る流派の問の相違が、近代/伝 統 の二項対立 と重 な

る点 を論 じた。そ して、フー リー教授 は 日本の近代哲学 史をア ラブ世界 のそれ と比較 し、

近代/伝 統 の二項対 立図式 は、 アラブ世 界の近代に も見 られ るものの、アラブ世界 におい

ては 中世 アラブ哲学以来 の長期 間の科学 哲学導入の歴史を見出す ことに よって、科学哲 学

と伝 統 の問のつなが りを主張す ることがで きた、 と論 じた。

第3セ ッシ ョンはNewTrendsinJapaneseStudies:DisseminationofJapanesePopular

CultureandRepresentationofJapaninArabMediaと 題 されて、 日本研 究の新たな支配 的

な潮 流 としてのポ ピュラー ・カルチ ャー研 究の最先端の成果 を、エジプ トの研 究サークル

に示す ことが意 図 され ていた。 諸外 国の 日本文化 に関す る研 究で は、 かつ ては 「浮 世絵」
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「武士道」厂茶の湯」「歌舞伎」といった古典的な芸術や芸能側面に特に注 目が集まる傾向

があったが、近年にはアニメやマンガ、そして大衆文化一般への関心が高まっている。セ ッ

ションの冒頭では、井上章一(国 際日本文化研究センター)が"AnimeandMangainthe

World"と 題 した講話 を行った。いつもなが らのユーモアに満ちた軽妙な語 り口の中に、

鋭い本質的な示唆を含まれてお り、近年の大衆文化研究の流行に対する批評 となっていた。

井上教授は自らが各国の友人 ・知人と語 り合ったさまざまな経験を振 り返 り、 日本のアニ

メやマンガを各地の人々が幼時に享受し、貴重な思い出として記憶し続けてくれることが、

きわめてありがたいことであると述べつつ、そのことを日本の美点であるとか、力である

とか、声高に語ることには、本質的な矛盾があ り、む しろもっとささやかに、共通の体験

としてのアニメやマンガを世界の友人たちと共有するような研究があってよいのではない

か、 と論 じた。内省 と含羞を込めた井上教授の人柄 と学識を示す語 りによって、会場は共

感で満たされた。

これに続いて、 日本のポピュラー ・カルチャーを巡る先端的な事例研究が三つ披露 され

た。山田奨治(国 際 日本文化研究センター)に よる報告 「"AdvertisementasaResource

forJapaneseStudies"で は、毎年の広告業界の専門家の間で行われるコンペティション

で賞を受賞 したCMが 体系的に分析され、その中で 「欧米」を見る見方が時代 と共に移 り

変わっていく様子が例示された。 しば しばユーモラスなCM映 像に会場はたびたび笑いに

包まれたが、同時に、山田准教授によって、CM映 像の分析が、日本人の自意識や西洋認

識を分析する有用な資料 となることが示された。チャワーリン ・サウェッタナン(チ ュラ

ロンコーン大学 ・国際 日本文化研究センター客員研究員)の 報告 「広告文に描かれ る日本

人女性像」はこれと密接に関係 してお り、 日本のメディアの広告文に見られる女性の表象

の研究について、方法論や資料に関する予備的考察を行った。 この報告によって、カイロ

での研究大会は単に日本 とアラブ世界の間での 日本研究を巡る交流に限定されないものと

なった。この報告は、方法論的な高度さか ら見ても、言語能力や資料収集能力の優秀 さか

ら見ても、アジアの 日本研究がいかに進んでいるかを示 し、力強い例 となった。

これに続いて、さらに会場の驚きと興味を誘ったのは、保坂修司(近 畿大学、日本エネ

ルギー研究所 中東研究センター)の 報告"lnfluenceofJapaneseAnimeinArabMedia"

だった。 日本におけるアラブのメディア及びインターネ ッ ト上のアラブ ・イスラーム文化

の研究の第一人者である保坂教授は、アラビア語のインターネット上で日本のアニメやマ

ンガが どのように受容されているかを、包括的に提示 した。 日本人研究者が、アラブ諸国

の現代のポピュラー ・カルチャーを深く探求 し、その中に 日本のアニメやマンガの影響を

発見 し、豊富な事例を挙げた。このような試みはアラブ諸国のアラブ文化研究者や 日本文

化研究者、そ して 日本の 日本文化研究者やアラブ文化研究者のいずれ もが、これまでほと

んど着手することもできていないものであった。保坂教授の独 自の研究の成果に接するこ

とができる、貴重な機会 となった。

第4セ ッションはStudiesinLinguisticsandLiteratureと 題 し、 日本研究の各分野での

事例研究が報告 された。冒頭の眞嶋亜有(日 本学術振興会)の 報告 「20世紀初期の男性
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知識人の身体 と 『美』 を巡 る逆説的デ ィスコース」では、明治期 の 日本 のエ リー ト層の洋

行経験 に着 目し、特 に 「洋装」や 「髭」 とい う身 体文化 の模倣 を取 り上げ、そ れに よって

日本人エ リー トた ちが 中国人移民や 日本人労働移 民 との差別化 を図った点を指 摘 した。 そ

して 「文明化」の進展の 中での、身体的模倣 の流行 と衰 退の歴 史を考 察 した。

これ に続いて、カイ ロ大 学文学部 日本 学科 の最新 の成果が次々 に紹介 された。ア フマ ド・

ファ トヒー(カ イh大 学)に よる 「戦後 日本文学 における 『戦後』は果た して終 わった のか」

で は、 「戦後」 とい う言説 の成 り立 ちが解説 され 、マーヘル ・シル ビーニー(カ イ ロ大 学

文学部 日本語学科)は 「近代 日本語 にお ける他動詞 と自動詞 」で、 日本語 の 自動詞 と他 動

詞 とい う概念が 日本語文法学 に適用 され るこ とに よって生 じるさま ざまな疑 問を問いかけ

た。アーデ ィル ・ア ミー ン ・サー レフ(カ イ ロ大 学文学部 日本語学科 ・大 阪外語 大学客員

教員)は 「日本 にお ける言語改革モデル:そ のエ ジプ ト言語 状況へ の意 味」で 、 日本 の近

代国語の成立の歴史 を考察 し、それがエ ジプ トに求め られ る言語 改革 のモデル とな りうる

ことを論 じた。カ ラム ・ハ リール(カ イ ロ大 学文 学部 日本語 学科 、在 日本エ ジプ ト大使館

参事官)の 「近代 日本文学 にお ける 自殺」 では、 日本 の文学者や知識人 に極 めて多 く見 ら

れ る自殺 とい う問題 を、現在の 日本社会 に広 が る現 象 としての 自殺 と関連づ けて、 日本文

化の大 きな問題 と して と らえた。イサー ム ・ハ ムザ(カ イ ロ大学文学部 日本語 学科)も 活

発 に討議 を行い、会場の理解 を深 めた。

第5セ ッ シ ョ ン は、JapaneseReligiosityinComparativePerspectivesと 題 され て

い る。 ムハ ンマ ド ・ア フ ィー フ ィー(カ イ ロ大学 文 学部歴 史学科)の"Observations

ontheIntroductionofCatholicismtoEgyptandJapan:AComparativeApproach"で

は 、 日本 とエ ジプ トの キ リス ト教受容 の相 違 を もた らした、異な る宗教 的 な環 境 と制度

を比較 考察 した。 テ ィモ シー ・カー ン(国 際 日本 文 化研 究セ ンター)"Syncretismor

Alternativization?SomeThoughtsontheReceptionofChristianityandReligiousTrends

inModemJapan"は 日本 の キ リス ト教 受容 の特有 な あ り方 をと らえ る適切 な概 念化 に

つ いて の考察 を進 めた。 池 内恵(国 際 日本 文化研 究セ ンター)の"SufismandIslamic

PhilosophyintheWorkofIzutsuToshihiko:AJapaneseWayofUnderstandingIslam"で

は、 日本 のイス ラー ム教 の理解が、特 に知識 人のそれにおいては、圧倒的 に、井筒俊彦 の

著作 を通 じてなされてい るこ とが指摘 され た。 その上で、スーフィズム(イ ス ラーム神秘

主義)と イ スラー ム哲学 に関心 を集 中させ た、井筒 に特有 のイヌラー ム理解が 、井筒個人

の生活 史の中で どのよ うに形成 されたか を論 じた。

今谷 明(国 際 日本文化研究セ ンター)の 報告 「室町 の五 山と王権 力'イロ ・マムルー

ク朝 スル タンとの比較 を通 じて 」 では、禅宗 の教 学 と、室町幕府 の権力 との関係 が、

エ ジプ ト中世 のマ ムルー クのスル ター ン と、 ウラマー(イ ス ラーム学者)と の関係 と比較

して考 察 された。 小島康敬(国 際基督教 大学)の 報告 厂イ スラム思想 と新儒 学 朱 子学 ・

陽明学 ・徂徠学 イ スラム思想 を参照 として 」では、小島教授 は池 内の発表 に応答

し、 自らもまた、 「日本の知識人」 であ り、井筒俊 彦の著作 に専 ら依拠 してイ スラー ムを

理解 したつ もりになっていた、と告 白 し、ハ リール教授 の報告 になぞ らえて 「自殺 したい」
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と冗談を言いつつも、井筒によるイスラーム思想史の分類、すなわち 「外面の道」 と 「内

面の道」の分化によって思想史を理解する方法に刺激を受け、同様の分化を東アジアの新

儒教の思想の中にも見出そ うとした。

本報告書 は、上記 した 日本研究カイ ロ会議で の さま ざまな発表 の主要 な部分 を、会議 で

の議論 によって得 られ た知見 を踏ま えて改訂 し、 出版す るものである。

本報告書で は、会議 での寄せ られた諸論文 を、改 めて四つ のパー トに分類 し直 した。 第

1部ComparativeStudiesinCivilizationsandModemities:Japan,theWestandtheArab

Worldで は 、会議の:第1・ 第2セ ッシ ョンで報告 され た発表 を、議論 を踏 まえて改訂 した

諸論文 が収録 されて いる。(な お、園 田英 弘教 授 の報告 について は、改訂版 の論文 を本 報

告書 に収録す るこ とは叶 わなか った。そのた め、 このシ ンポジ ウムのために事前 に提 出 さ

れ たModernitythroughWesternization:TheCaseofJapanを 収 録 してい る。 日文研 の発

展 のために尽 力 した 園田教授 の早過 ぎた死 に、深 く哀悼 の意 を表 したい)。 第2部 にはカ

イ ロ大学文学部 日本語学科 の教員 か ら寄せ られた論文 が収め られ、第3部NewHorizons

inPopularCultureStudiesで は、 日本のアニメやマ ンガにつ いて諸外 国で高 まる関心 を踏

ま えた研 究 と、テ レビCMを 新 たな研 究の素材 として取 り上げ る試 みが収録 され てい る。

第4部 はIntellectualHistoryJapanintheLightofIslamと 題 され、イ スラーム思想 の比

較 に よって得 られ る 日本 思想史へ の新た なアプ ローチや 、イス ラー ム思想 との出会い に

よって生 じる 日本思想の変化 を取 り上げた論文 を収録 し、カイ ロで開催 され たシンポ ジ ウ

ムの特色 を示す ことを意図 してい る。

全て の報告 が網 羅 され ているわけではないが 、カイ ロでの 日本研 究大会 を共 に準備 し、

成功 させ るための過程で得 られた知見や、会議 に参加 し、議論 を行 った結果 として得 られ

た知見 によって もた らされた成果 とい うことか ら、真 の意味 での 「成果」 の報告 とい うこ

とがで きるだろ う。一方ではエジプ トにおいて行われ てきた 日本研究 の現状で の成果 と水

準を示 し、他 方では 日本側がエジプ トとの協力関係や相互 の影響 関係 の中で 日本研究 を発

展 させてい こ うとす る試みを伝え るのが本書の 目的 とす る ところで ある。
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